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今号の主な内容 
 

◇ 第６９回医学検査学会「情勢報

告会」並びに「宮島喜文に聞

く」 

 

 

日本臨床検査技師連盟ニュース 

◇◆連盟ニュース◆◇ 

第６９回日本医学検査学会「情勢報告会」並びに「宮島喜文議員に聞く」 

 去る９月５日（日）第６９回日本医学検査学

会で宮島喜文参議院議員の「情勢報告会」を２

部構成で行った。毎年、全国学会および支部学

会時において開催しているが、今年は、新型コ

ロナウイルス感染症の

影響で、全ての支部学

会の開催を中止したこ

とから、情勢報告会を

はじめ連盟活動もなか

なかできない状況であ

る。このような時では

あるが、会場には学会

参加の会員が熱心に聴講した。第１部は宮島喜

文議員から「国会議員として５年目をむかえ

て」と題して講演いただき、第2部は、椙山広美

日技連代表から宮島議員に対して「これからの

医療情勢と女性の活躍」と題して、質問形式で

進められた。 

第１部は、国会議員としての４年間の活動をス

ライド形式で講演いただき、「財務大臣政務官

としての活動、わが国の財政とポストコロナ時

代，国会・議員の役割について」をポイントに

講演をいただきました。(以下講演内容の抜粋） 

初めに、第201国会での予算審議、可決された法

案の概要並びに新型コロナウイルス感染症対策

として、第１次、第２次の補正予算の編成、関

連法案についての説明がなされた。 

「ポストコロナ時代における新しい未来『新た

な日常』」の社会保障の構築を進める。中で

も、医療では、感染対策を行う医療体制等の強

化を目標としており予算編成に向けて協議した

ことを説明した。 

また、今後の予算編成において、新型コロナウ

イルス感染症対策関係としては、特に感染拡大

防止策と医療提供体制の整備及び治療薬の開

発、「国民の生命・生活・雇用・事業を守り抜

く」ことを令和３年度の予算編成に向けた体制

強化を強調された。 

 生活、経済では「新たな日常」が実現される地方創

生への対応、東京一極集中型から高く連携型の国造

り、働き方・暮らし方（少子化対策・女性活躍等）が

求められ、早期の実現を主張された。 

第２部は、「これからの医療政策と女性の活躍」とい

うテーマで、椙山日技連代表から宮島議員へ質問形式

で進行した。主な質問は下記のとおりで、宮島議員と

のトークは連盟会員サイトをご覧ください。 

 

①宮島議員の国会議員イメージは就任前のと議員を経

験されてからのイメージがどのように変わっていった

か。 

②議員は報告会や打合せの中で、国会議員以外に地方

においても臨床検査技師が議員になっていく必要が

あるのではないかというお話をよくされますが、今後

臨床検査技師が、政治家になっていく上で、どんな

活動をしていったらよいか。 
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③この学会で新型コロナに関して取り上げられていま

すが、昨日の新型コロナの特別企画においても、

宮島議員と賀来先生との鼎談（ていだん）の中で

は、賀来先生が国の専門委員会の中でワーキング

を作り、検査や治療それぞれ検討する場が必要

（ALL JAPAN）であると発言されています。宮島議

員は、次に出てくるだろう感染症について医療関

係者の教育も含めて日臨技が要望を出しました

が、今後の国の政策についてお聞かせください。 

④会員からは、地方ではなかなか高額な検査機器の

導入が難しく、検査室の存続に不安をもっている

ことを聞きます。タスクシェアリングを含め小規

模病院にとって、どのようしていったらよいかお聞

かせください。 

次に女性に活躍について 

⑤世界経済フォーラムが2019年12月男女格差を測る

「ジェンダー・ギャップ指数2020」を公表し、経済・

政治・教育・健康の4分野で日本は153の国の中

で121位、いつもながら大変残念な結果です。特

に政治は144位です。女性の活躍が進むことは、

女性だけでなく男女が共に暮らしやすい社会の

実現につながるものですが、私も日臨技の役員

時に女性部会で技師会活動への取り組みが必要

ということを提言できただけでした。社会のあらゆ

る分野において、2020年までに、指導的地位に

女性が占める割合が、少なくとも30％程度となるよ

う目標が立てられました。しかし、残念ながら2030

年なでの達成に先延ばしになりました。国の政策

の中で女性議員を増やす取り組みはありますか。 

 

会場からは、日臨技において女性の働き方を考え

る委員会を発足できないかというご意見をいただ

いた。 

最後に宮島議員から、このコロナ禍において臨床

検査技師、PCR検査が連呼され、広く知られるよう

になった。このような国難を乗り越えるときに臨床

検査技師は日常の業務、患者さんのためはもちろ

んのことですが、広く国民の為にも関わって関与し

ていることを、考えてほしいという気持ちを伝えら

れた。

なお、情勢報告会の動画は連盟会員サイトに

掲載していますので、ぜひこの機会に様々な

情報を共有しましょう。 

※視聴にはWeb会員登録が必要です。 

（登録サイト） 

 https://www.jamt-renmei.org/guidance/registration/  
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